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は じあに
本研究 ノー トPは,2004年度 より始まった法科大学院における新 しい教育へ
の取 り組みの 一一つ として,法 科大学院生全員にノー トパソコンを配布 して,こ
れを法律学習に役 立てるというプロジェク トの実施内容を報告 し,こ の実施結
果を踏 まえて,法 科大学院におけるICT(InformationandCommunication
Technology)2[の利活川について考察す ることをll的としている。
1.法科大学院教 育にお けるICT
法科大学院は,2004年度 より新たに始まった法 曹養成をi:IIIとする法学教
育システムであ り,こ れまでの法学教育 システムには無い特色を幾つか持 って
いる。 まず,法 科大学院生(以 ド,院生)は 大変学習意欲の高い者達である。
これまでの日本の高等教育機関における学生の中で も比類無い程の学糟意欲を
持 った均質な学生達が集まって学習 している。 そ してさまざまなバ ックグラウ
ン ドを持 った学1kが集ま ってきていることも特徴である。公認会計L,教 員,
銀行員 とい った前職を持 ちなが ら新たに法律学を学 ぽうとす る者や,ICT産
業に従 事していた者 もいる。 こうした者たちは,ICT機器に 口頃 より慣れ親
しんで おり,ICT化の遅れている法学教育においては,多 くの不満を持 って
1)私 の 研 究 の ・環 と して,本 ノ ー トを 公 表 す る も の で あ る が,私 の 浅 学 の 故 に 掘 り ド
げ 不 卜分 ・的 外 れ と の 批 判 も 免 れ 得 べ く も な い と 考 え て い る 、,よ っ て 本 ノ ー トを 読
ま れ た ノ∫々 の 助riを 仰 ぎ,今 後 の 研 究 の 改.Y.につ な げ た い と 考 え て い る,、
hirofumi@lawschool.aichi-u.ac.jpまで 御 意 見 い た だ け れ ば;一一r=いで あ る 。
2)ICTは,情 報 通 信 技 術 を 表 す1「 葉 で あ り,こ れ ま でII本 で はIT(lnformation
Technology)が同.義で 使 わ れ て い る が,ICTの ノ∫が,国 際 的 に は 定 着 して い る、,総
務 省 の 「IT政 策 大 綱 」 は,2009年 度 よ り 「ICT政策 大 綱 」 に 名 称 変 更 さ れ て い る の
が ・例 で あ る 。 〈http://www.soumu.go.jp/s-news/2004/040827_7.htm1>(lastvis-
itedJul.1,2005).
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いる。彼 らのニー ズに応えることが法科大学院 における法学教育のICT化 と
ll睾〔結する。
1-1.法科大学院教育 と 夏CT
使 った教育手法の研究は,
さまざまなシンポ ジウムや
研究会などで行われている。
しか し,未 だ黎明期 にあ り
試行錯誤の段階であること
は否めない.多 くの法科大
学院では,TKC社 の提供
するローライブラリ… や
第一・法規,新 目本法規出版
の提供す る法律オンライン
法漱 学院でのICTを躍 鞍 ㌔
図1:愛知大学法科大学院でのノー トパソコンを利用し
た講義中
デー タベー ズ を導入 しているが,そ れでICT化が1}り るわけではない、,・
番重要なのはエ ン ドユーザである院生の側か らの視点である。つまり,ど んな
に優れたデー タベー ス利川環境があろうとも,そ れを使 うユーザたる学生に,
使いこなす環境 と能力が備わ っていなければ意味をなさない。 もっと具体的に
rえ ば,院 生がコンピュータを使ってオンラインデー タベースを使いこなせる
能力,そ の入 丁一したデータを自身で処理できる能力がなければ意味がない、,ま
た高額なコンピュータを購入することのできない院生に,図,1}館や情報センター
といったオープンな場において利川 可能台数の限られたコンピュー タを提供 し
3)〈http://www.tkccojp/news/nr2〔〕03〔〕120_2.htm1>(lastvisitedJul.1,2005).
4)第 ・法 規 株 式 会 社 の 「Dl-Law.eOm第 ・法 規 法 情 報 総 合 デ ー タベ ー ス」 〈https://
www.dl-law.com/dlw2」〕octal/illdex.html>,新ll本法 規 出 版 の 「('法規[〈http://
www.e-hoki.cOR11/17121117/111!コ111.])}コ])〉,レク シ ス ネ ク シ ス ・ ジ ャ ハ ン 社 のIII本 法 総
合 デ ー タ ベ ー ス(LexisNexisJP)1〈1】ttP://www」exis亘1exis.jP/legal/〉等 が あ る
(1:.i5tvisited.lul.1,2005),
一63一
たところで事足 りるわけではない。
この問題点を解決す るために,愛 知大学法科大学院では,院tひ とりひとり
に ノー トパ ソコンを配布 し,同 じプラッ トフ ォーム ヒで法情報のやりとりをす
ることをプロジェク トと して掲げ,開 学の2004年4月より導人することを,
法科大学院設u'委員会が決定 した。 これが愛知大学法科大学院におけるノー ト
パ ソコン配布プロジェク ト(以 ド,プ ロジェクト)で ある。 このプロジェク ト
には,事 前の周到な準備は言うまで もな く,フ ォローア ップ体制が不可欠であ
る。つま りハー ドウェア面 として,故 障 ・トラブル対策,備 品と しての管理が
あり,ソ フ トウェア面と して,法 学学習にどのようにノー トパ ソコンを活川す
るかを講義の中で教え込む とい うカリキ ュラム ヒーの配慮が不可欠である。 また
適宜講義外で コンピュータのスキルア ップ講座を開設 し,ユ ーザの操作能力を
高めることも必 要である。
このプロジェク トの掲げる 「同 じプラ ットフォームを持つ」 ことの意義は次
にある。まず,ユ ーザすべてが同 じソフ トウェアを使 うことができる。 メール
という一番基本の コミュニケーションT一段で も,AL-Mail32という共通の メー
ラーを使川 しており,1司じア ドレス帳を共有することによ りメールの一斉配信
が可能 とな り重宝 している。また1司じソフ トウェアを使 っているので,課 題 と
して院生が提出するファイル形式が統一できる。Wordであろうが一太郎であ
ろうが指定することによって共通性を持たすことができる。学生がバラバラの
ノー トパソコンを持 ち込めば,バ ラバラのソフ トウェアによる文書作成が行わ
れ,評 価 ・採点する側にも困惑を来す。なによりも1司一機であれば,操 作説明
及び設定をするのにも便利である。
1-2.ユ ビ キ タ ス ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ
ICTを取 り入れるにあたって配慮すべきはユ ビキ タス(Ubiquitous)51であ
る。今いる場がどこであれ,ネ ッ トワークに接続することがで き,必 要な情報
5)ユ ビ キ タ ス ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ に つ い て は,〈http://www.mkg.sfc.keio.ac.jp/
UBI/〉(lastvisitedJul.1,2005)等を 参 照Q
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のや りとりができる環境が望まれるのである。 この環境 を実現するためにも,
ノー トパソコン配布プロジェク トは 重要な意味を持つ。
法科大学院教育にオンライン判例検索データベースが有川であるとの認識は,
誰 しも持 ってお り実際に多 くの法科大学院で導入されている。 しか し,そ の判
例検索データベースをどのように院生は検索 してその結果を学習に使 うのか。
ただ 単に,法 科大学院図書室のような閉 じられた部屋内に必要と思われる台数
分の検索川パ ソコンを設置 し,院 生に検索させてそれをプ リン トアウ トす ると
いう学習ノ1法では ト分なf-i成果は望めない。なぜならば,院 生が検索 したい
のはいつ も図書館内とは限 らない。講義中,白 宅,キ ャレル内とさまざまであ
る。 そ して検索 した結果がそのままプリン トアウ トされれば事足 りるわけでは
ない。無制限にプ リン トアウ トが許 されるわけではなく,印 刷できるのは限ら
れた判例であ り,自 分がひょっと したら検索 目的に合致する判例と思われるも
のまで も印刷が許されるような環境は少ない。印刷枚数制限があるのは当然の
ことであり,制 限があるか らこそ,い つでもどこでも臼分のパ ソコンか らオン
ライン判例検索ができ,確 認できるという環境は,必 要性が ト分がある。
1-3.電子文字化が求めるもの
ICT化の進歩は,法 律実務に も確実に浸透 している。多 くの裁判所,弁 護
[二事務所などでコンピュータが利川 されているのは周知のことである。 また次
qtr代の法 曹に求 められる能力にICTは不可欠であることは ト分認識 されてい
る。 よって院生にはパ ソコンが使い こなせることが当然の修得すべ き知識と し
て求め られる。たとえば,文 書作成能力の前提 として ワープロが使え,ワ ープ
ロを使 った起案や答弁謝 乍成能力が求め られるのである。 この時に,オ ンライ
ン判例検索データベー スで得た情報を,電r文 字のまま活川で きることは,文
}1'to作成における効率性向Lに は不 可欠な技術であるbl。 よって,判 例検索結果
をプ リン トアウ トすれば事足 りるのではな く電 了・のデータとしてそれが使いこ
6)電/一文字化 に つい て は,伊 藤 博 文 「法律 学 のた めの コ ン ピュー タ』ii本評論 社(1997
年)116亘以 ド参照。
r
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なせ ることが必要となって くるV
これを更に進めると,法 情報の人1一か ら出力までが電t一文字化され ることが
必要となる。つま りオ ンラインデー タベースで判例検索ができ,そ の結果を自
分の ノー トパソコンに保存す ることができ,必 要とあればそれをコンピュー タ
の スクリーン ヒで読み,学 習成果のアウ トプッ トとしてのレポー トや起案 も,
メールな どの通信 ヂ段で教員に転送 し,教 員もそれを電f文 字の状態で添削し
て返信する。 このような環境が実現 してこそ,本 来のICT化 された法学教育
が効率性を発揮で きるのである。
2.愛知大学法科 大学院 での ノー トパ ソコン配 布プ ロジェク ト
ここでは,愛 知大学法科大学院におけるノー トパソコン配布プロジェクトの
仔細を紹 介す る。 このプロジェクトとして,開 学前の 「r備段階」と開学後の
「運川段階」に分けて説明する。
2-1.準 備 段 階
愛知大学 における法科大学院設 、塗構想が具体化 し,開学に向けての準備が始
まったころより,法 科大学院生 ひとりひとりにノー トパ ソコンを貸与す る構想
が始 まった。 また,法 科大学院開学に際 して新たに着任 される教員にも各自こ
のノー トパソコンを購人 していただき,教 員 ・院生が共通の同 じプラットフォー
ム ヒで情報のやりとりができる環境を作ることとした。 このプロジェク トには,
技術,財 政,管 理 ・運営 といった大学の各ノ1面か らの支援 と協力を仰いで進め
られた。
2-1-1.ハー ドウェアの準備
このプロジェク トを遂行するにあた り,まず検討しなければならないのはハー
ドウェアの整備であった。愛知大学では,唯 道キャンパスの再開発が行われ,
新 しく1μ道キ ャンパスに13階建の ビルを建設することとなってお り,こ の設
計 ・施 】二段階から検討を行 って きた。
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2-1-ll.教s:
新 しく建てるビルi体 が
インターネットといったネッ
トワー クに対応 しているこ
とは言うまでもな く,無線
LANに も対応 している イ
ンテ リジェン トビルとなる
ことは前提であっだ1そ こ
で教室の設計において も,
学ノ1が座る机には ノー トバ
ソコン使川を前提と して,
ガ し
:編講
響 囁
図2:法科大学院でのノートパソコンを利用した講義21
LANケ ーブルと電源コ ンセ ン トが付け られ ることとなった,各 教室にハブを
置 き,着 座席分のLANケ ーブルの コンセ ン ト(IZ.1-15)が配置 されることと
なった1,また,教 卓にも画像提示装 置を備えた機器が配備されることとなり,
教員の持 ち込んだノー トハソコンの画而を教室前方の液品スクリー ンに映 し出
す ことがで きるよ うに設計 してある 教材提示には,ビ デオ,DVD,OHP,
遠隔地講義な どの画像 ・11/'iを提示できるようにな っている,
ノー トパソコンを講義 に持参 させ ることを前提 とすれば,教 室には電源 コン
セ ン ト,有線LAN(も しくは無線LAN),教 員川の教材提示装置が不"∫欠と
なる,
2112.機 種選定
ノー トバソコンの選定については私に ・任された,学 生にノー トパソコンを
持たせるIII画は以 前より念頭に置いていたが,実 際の選定にあたっては幾つか
かの問題点を クリアす る必 要があ った,、
まずはハー ドウェアの問題である、、ノー トバ ソコン自体の廉価化は進行中で
あるが,ま だまだ簡単に購人で きる価格ではない「
また院/1:に持ち運びを前提 とした活川を考えるのであれば,軽 量化,耐 久性,
バッテ リーの持続時間などが考慮 されなければならない、 もちろん,ネ ットワー
(i
クへの対応を考えれ ば,LANケ ーブ
ル(有 線,UTP)お よび無線LANに
よるインターネットおよびイントラネッ
ト接続機能が必要となる。 また多 くの
若者が使うという状況ではデザイ ンも
無視す ることはできなかった。
こ う した 中で,私 は,DELL,
SONY,Fujitsu,Toshishiba,Pana-
sonicなどのB5サ イズ ノー トパソコ
ンを中心に比較検討 した。その結果 と
して,PanasonicのLet'sNote(CF-
W2CWIAXS12.1型XGA液晶)を
選択 した71。選択 した理由を列記 して
いく。まず持ち運ぷ ということを前提
とす るので,大 きさ(B5フ ァイルサ
イズ,12.1インチ ・XGA(1024×768)
画 面),堅 牢 性,重 さ(1,290g),
DVD-ROM&CD-R/RWド ライブ,
無線LAN(IEEE802.11b/g対応),ホ イールパ ッド,約7.5時間のバ ッテ リー
駆動時間,そ して信頼度 の高いOS:Microsoft(R)Windows(R)XPPro-
fessiona1を採用 している点である。軽 さを選択するな らば,光 学式 ドライブ
の無いモデル も選択で きたが,情 報の配布方法 として,CD-R・DVD-Rによ
る配布等8'を考慮 して,敢 えて光学式 ドライブを選択 した。
7)<http://panasonic.biz/pc/prod/note/w2c/index.html)(lastvisitedJul.1,2005).
8)DVDソ フ トウ ェア が閲 覧で き るこ とは,徐 々に 充実 しつつ あ る映像 に よ る法 学教 材
や研 究 資料 とい った コ ンテ ン ツを 白分 のパ ソ コンで閲 覧 で き る こと とな る。 従来 は
VHSビ デ オやDVDと い った メ デ ィアは,図 書館 内 で特定 再生機 器 の ある ブー スな
どで 閲 覧す る 方法 が取 られ て きたが,白 分 の パ ソ コ ンで 自由 に閲 覧が で き る とい う
の は,マ ルチ メデ ィア化 した情 報を よ り利用 しや す くな る。
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2-1-2.ソフ トウェア
ド記表1の ソフ トウェアをプ リインス トール して配布 した。具体的な作業方
法と しては,雛 型モデルを作成 し,そ のクロー ンを作成す るとい う方法を採 っ
た。 ソフ トウェアの購入は全て,ア カデ ミック ・バージョンを選択 し,一一括 ラ
イセンス購人によ り低廉化を図 った。
ソフ トウェア選択にあた り腐心 した点 は,ワ ープロとしてJustsystem社の
一太郎 とMicrosoft社のWordの どちらを とるか,ハ ー ドデ ィスク版の法律
Pv,J辞典で何を選択するか,国 語辞典として何を入れ るかであった。 ワープロと
しては,裁 判所,検 察庁などで標準とされる一太郎 と世界標準とな りつつある
Wordの両方をインス トールす ることとした。 また法律学辞典としては,有 斐
閣の法律川語小辞典とも比較衡=t_したが,後 者はオンラインデータベース(ロ ー
ライブラ リー)で も利用 可能なので有斐閣法律川語辞典第2版9トを選択 した。
表1.2004年度愛 大LS用 モ デ ル イ ンス トー ル ・ソ フ トウ ェア
OS:Microsoft(R)Windows(R)XPProfessional
Microsoft-Office2003Professional(Academic)
一・太 郎2004forWindowsキ ャ ン パ ス キ ッ ト(ATOK17)
イ∫斐 閣 法 律 法 学 川 語 変 換ri=iiforATOK17
イ∫斐 閣 法 律 川 語 辞 典 第2版CD-ROM版(HDDに 組 み 込 み)
広 辞 苑 第'〔版V2ア カ デ ミ ッ ク
秀 丸 エ デ ィ タVer.4.0
+Lhaeaフ ァ イ ル 圧 縮 解 凍 ソ フ ト
AL-Mail32Version1.13
FFFTI'1.92
AdobeReader6.O
RealonePlayer
フ リー ソフ ト(一・部 は ア カ デ ミッ
ク フ リー)
9)(ht,tp://www.yuhikaku.co.jp/bookhtml/011/011406.htm1)(lastvisitedJul.1,2005).
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また国語辞典は,定 評のある広辞苑1"を選択 した、、こちらはマルチメデ ィア版
で 汗声や1由i像も表示できるソフ トウェアである。かな漢字人力変換の効率化を
はかるため,有 斐閣 法律法pvf,J川語変換辞,妻}forATOI{11を導人 したC,
フリー ソフ トウェアとしては ド記のものをインストールしたr、極力価格を ド
げるために,フ リーソフ トをで きるだけ多 く活川 している.,メー ル ソフ トウェ
アのAL-Mail32は,大学 といった教育機関内での利川であれば無料 というソ
フ トウェアであ り,操 作が非常に簡単である。 ウィルス攻撃の対象 とな りやす
いOutlookExpressなどと比べて,簡 単に移植がで きることも選択 した理 山
のひとつである、,
2-1-3.サt一 ト体制
愛知大学 は,早 くか ら大学教育における情報機器利川を推進 してきてお り,
ICT機器の操作 ・維持 ・保守 ・管理が各キャンパ ス内に置かれた情報 メデ ィ
アセ ンターを中心 として展開されてきている、J情報メデ ィアセ ンターにはヘル
プデ スクが置かれ,相 談員がユーザの トラブルを対処 して くれ る体制が整って
いる。今回の法科大学院 ノー トパソコン配布計llliiについて も,計llhiのil隻い段階
か ら情報 メデ ィアセ ンターの スタッフに支援 していただいている(i2004年3
月末に肛道校舎が完成 し,こ の建物のiに ヘルプデスクを設置 し,さ まざま
なコンピュータ操作 トラブルに対処 している。基本的には,こ の部署において
ノー トパソコンのli常管理が行われている。
2004年度を振 り返 ってみ ると,メ ーカーで の修理 を必 要とす る有償修理
(保守で無償修f'i'一一.ができない)が1年 間で3件 の発生 した(7総数44台の中から
は比較的少ない トラブル数 といえよう、,これ以外に,無 線LANの 設il_`ネッ
トワー クプリンタの設定,ソ フ トウェア操作方法など,さ まざまな トラブル対
処が,こ のヘルプデスクでfl常行われている、
10)<http:〃www」ogovista.eo.jp/jiten/products/JitelLKouji〔`lll_zuhan_W.html>qastvis-
it(・dJuL1,2〔}05).
11)<httP://www。yuhikaku.('U.jP/atok/indexwin.hU≫1>qastV151し〔・〔lJul.1,2005).
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2-1-4.セキ ュリテ ィ対策
インターネッ トといったネッ トワー クへ接続 して情報のやりとりをする場合
に不可避なのは,ウ ィルス対策である。 このプロジェク トではSemantic社の
AntiVirusCorporateEditionを使っている。大学全体が包括的なライセンス
として契約 しているのでこのプロジェクトで使用す るパ ソコンにも同様のソフ
トウェアが入れられた。
このように外部か らのウィルス侵人を防 ぐという意味では,本 プロジェク ト
のようなパソコン配布が理想的である。つま り,学 生が 白由にf`1分のパ ソコン
を大学内に持ち込むことは,そ のままウ ィルスを持 ち込むことにつなが り,セ
キュリテ ィ ヒ好 ましくない。 また情報のセキュ リティ ヒも,不 特定のパ ソコン
が大,,,,.P・ネット内部に持ち込まれ,内 部の情報 リソー スにアクセスするの も好ま
しいことではない。
表2.教員向け講習会案内
法科 人学 院 川 ノー トパ ソコ ン配布(教 員)と 簡 単な操 作説 明会
1.日 時:3月2911UJ)午 後2時 よ り2時 間 程度
2.場 所:II〔道 校";K704教室
3.対象 者:法 科 大学院 川PCをlh人 され る厚任,併 任教 員、M名
PCを購 人 され てお られ ない が,興 味 の ある ノ∫は ご参 加 くだ
さい1、
4.内容:
A.法 科 大学 院川PCの 操f乍ノ∫法 につ いて
動 作 確認,教 室 内で の接 続 ノ∫法,イ ンス トー ル され た ソ フ トウ ェ
ア説 明,巡 搬 時 の扱 い ノiにつ いて,";=
B.授 業で の利 川 方法
Powerpoint等を使 った講義 ノ∫法な ど
C.サt一 トにつ い て
ヘ ル プデ ス クで の対 応
D.質 疑
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2-1-5.講翌会
ノー トパ ソコンを配布す る段階で,教 員向けと院生向けと別々に講習会を開
催 している。 これはコンピュータの基本操作を理解 して もらうための ものであ
り,コ ンピュータ ・リテラシー教育を行 うものではない。2004年度の場合,
教員向けにはrめ3月29Uに 前頁表2の 要領で行 った。
また,新 入生向けのパソコンガイダンスは,411511(月)午後2時 より2
時間看`匪1度,車道校舎K704教室で行っている。内容は,前 頁表2と ほぼ同 じで
あ ったQ
2-2.運 用 段 階
このような準備段階を経て,4月 よりノー トパ ソコンを使った法科大学院で
の講義が始まった。以 ドにその活用方法を記 したい。
2-2-1.講義での利川方法説明
2004年度生に限って言えば,コ ンピュータ操作の基本を知 らず,コ ンピュー
タ ・リテラシー教育の必要な院生はいなか った。全員が4月511の説明だけで
基本的な操作方法は習得できた。 この基礎知識を前提と して,春 学期に開講さ
れる法情報調査の講義で,法情報検索手法の習得と併せて,よ り高度なコンピュー
タ操作方法を学ばせることと した。
2-2-2。各講義での利用
まず は,院 生とのコ ミュニケーシ ョンを図るために,共 通のプラッ トフォー
ムで意思疎通が図 られ る環境が必 要であった。 まずは,教 員も院生 も事務職員
も,AL-Mail32というメールソフ トウェアを使い,メ ールによるコミュニケー
ションが確 、!.されたのである。 これは,コ ンピュータ操作能力の習得だけでな
く,毎 日必ず メールをチェックし,必 要とあれば必ず メールで返事をするとい
う体制が法科人学院の中で確 立できたこととなる。 この環境 は講義 を行 うのに
は,と ても有用な環境であるが,こ れだけではな く,院生と大学事務との対話,
院生同 置:の対話,院 生 と教員との対話が,ス ムー ズに行われるようにな った。
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よって今,愛 知大学法科大学院では,学 生への連絡は全てメールで連絡 し,
教員か らの講義の指示 もメールで行っている。確実を期すために,教 務連絡な
どを院生の常駐す るキャレル近 くに紙面で掲示することはあっても殆 どはメー
ルですませている。多忙な実務家教員や日夜学習に追われる院生にとって,メ ー
ルで全ての連絡が済む ことはとて も有用である。
このように,ネ ットワー ク環境が確保され,活 用 され る状態 となり,メ ール,
掲示板,チ ャッ ト,ネ ッ トワー ク ドライブ,無 線LANが さらに活川され るよ
うになってきている。以 ドに個別に説明する。
2-2-2-1.メー ル
既述 したようにメールはネ ット
ワー クを介 したコ ミュニケー ショ
ンの中で も一番基本的な方法であ
り,も っとも多 くのユーザが使 う
方法である。院生と教員聞のコミュ
ニケー ションだけでな く,大 学事
務や外部の人とのコミュニケーショ
ンと してもメールが多用 されてい
る。同じパソコン,同 じソフ トウェ
アとい う共通 プラットフォームを
利用 しているので,メ ールの一斉
送信が簡 単にできる。 つ ま り,
AL-Mail32である と,教 員や院
崖全員を リス トア ップ したア ドレ
ス帳を一つ作成 し,ユ ーザ全員で
利用すれば,簡 単に送信 したい複
数の人にメールが一斉配信できる。
院生全員,法 情報調査Aの 受講
者全員,専 任教員全員とい ったグ
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ループ単位で同時配信できるようになっている(図6参 照)。
このメールによるコ ミュニケーション方法は,幸 にもメールを使わない教員
は本院には1人 もいないので,講 義の連絡や教材配布(メ ールにファイル添付)
にも活用 されている。講義によっては,課 題,レ ポー ト,起案 といった学生が
提 出するものも,メ ールで回収 し,教 員が添削 して再度 メールで送 り返す とい
う講義 も行われている。これはコンピュータ操作に多少習熟を要するが,一 旦
慣れて しまえば とて も効率の良いコミュニケー ション手段であ り,今 後 も利用
が促進される方法 と思われる。
2-2-2-2.掲示板
愛知大学法科大学院では,イ ン
トラネッ ト内で各教員毎に掲示板
が作成 してあ り,こ の掲示板内で
院生 と教員 との対話が可能となっ
てい る(図7参 照)。 メール と掲
示板の大きな違 いは,公 開性 にあ
る。 たとえば院生の質問に教員が
答える場合を考えると,メ ールで
のや りとりは質問 した院生 と教員
との一対一の コミュニケーション
で終わる。 同じような質問を別の
院生がメールで送れば,教 員は同
じような回答を再度送 ることとな
る。 これが講義用の掲示板で質疑
が行われば,同 じような疑問を持
つ院生の回答へ となり,特 定の科
目についてのFAQ(Frequently
AskedQuestions)となる。質問
を躊躇 う院生の手間 と同種の質問
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を何度 も川答する教員の 手間を省くことができる、
しか しながら,こ うした掲示板はあま り活川はされてこなか った。 ・つは教
員側のスキル不足 もあるが,院 生 白体が掲示板にItき込んで講義 後に質問をす
るほど時間的余裕がなかったことも一・因と考え られる、また教員も同様である、,
22-2-3.ネ ッ トワー ク ドライブ
愛知大学では,ネ ットワー クドライブを使川 している、,これは大学内の イン
トラネッ トiにユーザ毎のフ ォルダが作成 してあり,情 報データのや りとりの
場と して活川されている,、このネ ットワー クドライブは,'一:教員そ してi院 生
に割 り振 られてお り,教 員は教材の配布および回収 丁一段 として,院 生はデータ
のバ ックアップ及びファイル交換の場 として利川 している.
2-2-2-4.オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス
オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス と し て は,TKC社 の ロ ー ラ イ ブ ラ リ ー と
EOC/LIC社12のLIIi腰 法 律 雑 誌DVDデ ー タ ベ ー ス を 利 川 して い る、 特 に
ロ ー ラ イ ブ ラ リー 内 の 判 例 検 索 デ ー タベ ー スで あ るLEX/DB'は,非 常 に 良
く利 川 され て い る、,判例 検 索 が 日常 化 して い る院 生 に は 不 可 欠 の デ ー タベ ー ス
と な っ て い る.,
2-2-2-5.無線LAN
既述 したように愛知大'f:EI道校舎は建築段階より無線LANが 不1川1できるよ
うな設計がなされている。院生の所持するノー トパソコンは無線LANが 内蔵
されているので,ailCISな設定を 一一度行 うだけで,後 は自動的に無線LANが 使
え,ネ ットワー クへのスムー ズなアクセスができる。これ も,バ ラバラに持ち
込 まれたノー トパソコンに無線LANの 設定をするだけで,相 当な労力が必要
となるが,共 通の プラ ットフ ォームを採 っているので極めて簡ljiに無線LAN
12)〈llttP://、v、v、v.eoc.ne.jl)/〉(1astvisitedJul.1,2005).
13)〈http://w～vw.tkelex.ll('.jp/〉(lastvisited,∬uL1。2005).
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が導人できている。
現状の愛知大学 の設備状況では,IEEE802.llb(最大10Mbps)のみに対応
しており,ノ ー トパソコンはIEEE802.11g(最大54Mbps)まで対応 している
のを生か し切れていないが,bだ けで もメール送受信 といった穫度であれば一1'
分な帯域を確保できている。
2-2-2-6.VPNとWebDAV
大学内の イントラネットに,事 務所や自宅とい った外部からアクセスするこ
とも,ユ ビキ タス ・コンピューティングとい う発想か らは想定 されることであ
る、,愛知大学の場合は,Cisco社のVPN(VirtualPrivateNetwork)システ
ムを使 って,ア クセスできる環境が整っている。 ヒ述のイン トラネ ット内の掲
示板やネ ットワー ク ドライブに,自 宅か らア クセス したい場合にも,VPN経
山であれば白在にアクセスできるようになる。また学内利川に限 られる図書館
のデータベースにも白宅からアクセスできるようになる。
またWebDAVと い うサー ビスを使うことにより,ヒ 記のネ ットワー クドラ
イブに,学 外からブラウザ経由でアクセスできる。 これはVPNと いった接続
環境がない場合で も,イ ン トラネ ット内の情報にアクセスができるので利川価
イ直力㍉高いo
2-3.利 用 者 ア ンケ ー ト
1年間 このようなプロジェク トの ドで,法 科大学院での ノー トパ ソコン利用
を進めて きたが,年 度末にあた り次年度への参考にするため,ア ンケー トをと
り,対 象 となる院生44名中38名が回答(無 記名)し て くれた。ア ンケー トの
詳細 は巻末の4.資 料を ご覧いただきたい。
この中で幾つか特記すべき点を挙げたい。まず,想 像以 ヒに院生はノー トパ
ソコンを使 っているということである。 当然といえば当然であるが,多 くの院
生は講義の行われる教室にもノー トパソコンを持参 しており,自宅へ も持ち帰 っ
て使っている院生 も多くいる。院生はII常の学習の中でこの ノー トパソコンを
頻繁に活用 している。 ノー トパ ソコンに対する満足度 として,約80%の 院生
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が満足 していると答えている。 また利用状況 としては,有 線LANよ りも無線
LANの 利川度が高いということを踏 まえ,今 後のインフラ整備を検討する必
要がある。 当初のr想 よりも高い評価を得たことか らも,本 プロジェク トの方
向性は間違 っていなか ったと確信 している。
3.問題点 と今後の展望
3-1.これまでの問題点
1年が経過 し当初の 予想 と異なる点 もあるが,多 くはr期 された問題点がク
ローズア ップされてきている。 この点 につ いて述べておきたい。
3-1-1.教員 と院生とのデジタル ・ディバイ ド
r期されたことであ るが,教 員側のICT機器に対す る知識が不足 している
ことが顕在化 しつつある。院生の方が既にスキルア ップ しており,院 生が教員
のスキルア ップを求めているという状況が顕著になってきている。つまり教員
が課題を出 した場合,多 くの場合院生は,メ ールによる提出やネッ トワー ク ド
ライブを介 した提出方法を好む。それはその方が便利だか らである。 しか し教
員はその使い方がわか らない。 よって院生にとっては手間 となる印刷物での提
出とい う]三法が求め られ ることとなる。 これでは,ICTを 」一分 に活用 してい
るとはいえない。
こうした状況は本院だけに特有なことではなく社会現象と してあ らゆる場面
で起きていることである。解決策 としては,地 道にFD活 動な どを通 じて教員
のスキルア ップを行 うこととICTが もっと使い易い環境を開発 ・整備す る努
力を続 けることであろう。
3-1-2.法科大学院でのカ リキュラム
法科大学院は,法 律学を教える場であ り,コ ンピュータ操作を学ぶ コンピュー
タdf門学校ではない。た しかにそうである。 しか しこの言葉通 り,法 科大学院
教育においてICTス キルを学ぶ場をi[:規の科 目から外 して良い ものであろう
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か。つま り,法 科大学院ではICT機器の操作 ・活川ノ∫法 は ・切教えないか ら
各「1のrl助努力で習得 して,講 義 に望め としてよいものであろうか。次11ヒ代を
担 うi1.:.'rにICTスキルが求め られることは白明である,,ワー プ ロも打てない
メール も出せない法曹はこれか らは必 要とされない、では法科大学院ではIE課
としてどこまでコンピュータ操作技術を教えるべ きなのか。電源の人れノ∫か ら
マウスの クリックノ∫法やブライン ドタッチまで教える必要があるのか。それ と
も高度なプログラ ミング,τ語を駆使できる能 力を身につける必要があるのであ
ろうか,こ れにはケースバイケー スで対応す るしかない、
まず法科大学院生のICT垂栗作能ノJである、,2001年度生を見る限 り世代はさ
まざまであるが,メ ールが使えない院生は人学時には ・人もいなかった、,中に
は,イ ンターネット・プロバ イダの経営に携わ っていた経験をもつ者もお り,
相'11高度なコンピュー タ操作ができる者もいる。今の法科大学院生にとってコ
ンピュータやケータイといった情報機器操作は常識であ り,使 えることは人学
の前提と考えて も良い。 しか し能ノJ的なバラツキがある,た とえば,メ ールは
打てるがファイルを添付することがで きない;ケ ー タイ ・メールしか使ったこ
とがな く,イ ンターネッ トでのメールは不慣れであり作成する文章がケータイ ・
メール調で短い一一行文を脈絡 もなく並べる文体 となっている;イ ンターネッ ト
で検索エ ンジンを使った検索はできるが,ブ ー リアン検,1:%f:を使い学術コンテ
ンツの検索は したことがない;な どなどである1,
/r後の法科大学院の且is課のlllに院生の レベルに合わせたコンピュータ操作に
関する学習時間を組み人れてい くことが望まれる。それは法情報調査,法 文,1}
作成,法情報　,,"t-,模擬裁判といった既存科目内での活川にとどまらず,コ ンピュー
タ操作の基礎的な演習 も正課として取 り人れるべきである,
3-2.今後の課題 と展望
これ まで指摘 した問題点を再度検討 して今後の課題とするところである、,学
mブ ー リア ン(13001ean)演算 」孔,ANI),Oli,NOTで,複数 の 検索 キー ワー ドを結 び
つ け検 索式 をつ く り,li的の情 報を導 き川す ヂ法,、
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生に ノー トパ ソコンを配布 して学習成果をあげている学部 レベルの=fXiJ例も散
見するが,法 科大学院 といった場では稀であ り,導 人例 も乏 しい。本プロジェ
ク トも1年 で成果を計るのは早計かも知れないが,一 応の成果はあげていると
自己分析 している。ノ∫向性に誤 りはないと考え,今 後 も問題点をクリア しな
が らプロジェク トを推進 していきたい。
ここでの論点 とは少 しずれるが,司 法試験その ものが法律学教育のICT化
の妨げになっていることも指摘 しておきたいP。つま り,ICT化の進展は必然
的に手ll}きか らキーボー ドへの移行を余儀な くする。 これは文ll}作成能 力の向
ヒという点,お よび法律実務の効率化とい った点か らも不可避である。 なのに
新 司法試験で も1㍉1}きが要求 され る。 新 しい法学教育を展開 しようと院生に
ICT機器操作の習熟の必要性 を説 いて も,院 生はL垂}きか ら離れ ることはで
きない。 コンピュータを使 った資格試験受験は徐 々に実川化 されつつあるので
あ るか ら,新lfJ法試験 もコ ンピュー タによる受験(CBT:ComputerBased
Testing)を導人すべきである。
また,法 律実務での展開 も検討する必要がある。 たとえば弁護 トはクライア
ン トとICTを使 って どのようにコ ミュニケー ションを図るか,隔 地 者間のコ
ミュニケー ションにICTを使 うことは実川段階 に人 っているが,こ れを弁護
1.実務や裁判実務にどう活川 してい くかは研究が急がれる分野である。 この研
究の舞台 となるのが法科大;..t・院であ り,こ の研究成果を法科大学院のカ リキュ
ラムとしてフィー ドバ ックしていくことも今後の課題 と考えている。
15)詳 し く は,伊 藤 博 文 「コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ た 法 学 試 験1豊 橋 創 造 大 学 短 期 大 学 部 研
究 糸己要 第21,,11'1(2004{1三),αuαε'αわZθur〈http://cals.aichi-u.ac.jp/products/
a1・ticles/('13LT.pd1'〉(1astvisitedJu1.1,2005)参照 。
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4.資 料
法 科 大学院 用 ノー トパ ソコ ンア ンケー ト(2004年3月実 施:回 答数39名)
法 科 大 学 院 用 ノ ー トパ ソ コ ン ・ア ンケ ー ト 集 計 結 果
伊 藤博 文@法 科 大学 院1三催
● この 法科 大学 院用 ノー トパ ソコ ンを どの く らい の頻度 で使 ってい ますか?(39)
97.44%い つ も使 って い る。(38)
2.56%屡と きど き使 ってい る。(D
O%必 要 に迫 られ た ときだ け使 って い る。
0%殆 ど使 ってい ない。(0)
0%無1"1答(0)
(0)
● この法科 大学 院 用 ノー トパ ソコ ンは,ど こで使 って い ますか?(39)
2,56%嚢キ ャレル デ ス クL(研 究室 内)だ けで 使 って い る。
(1)
61.54%■■■圏■■■圏■■ 講義 時 も教室 に持 参 し使 って いる。(24)
33.33%-r{宅 に持 ち帰 って 使 って いる。(13)
0%使 って いな い。(0)
2.56%穫舞疇【ロ1答(1)
● この法 科大学院川 ノー トパ ソコンを使 ってみて,ど のような印象を お持 ちですか?(39)
46.15%■■■■■■闘 大変 満 足 してい る。(18)
33,33%一 満 足 してい る。(13)
20.51%■■ 1不 満が あ る。(8)
0%も う2度 と使 いた くな い思 った。(0)
0%無 回答(0)
● 不満 を お持 ちの 方に,お 伺 い します 。 そ の原 因 は ど こにあ ります か?該"iす る箇所
1て に チ ェ ックをお 願 い致 します。(39)(複数 回答)
0%画 面が 小 さす ぎる。(0)
7.69%糧持 ち運 びす る にはSTSい。(3)
12.82%劉■■ マ ウスが使 いづ らい。(5)
10.26%■■ 起動 して使 え るよ うにな る までの 時間 が長 い。
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ス ピー ドが遅 い。(4)
12.82%鑓■ キー ボ ー ドが打 ちに くい。(5)
2,56%歴使 いた い ソフ トウ ェアが イ ンス トール され て いな い。
(1)
2,56%嚢す ぐフ リー ズ して しま う。(1)
0%印 刷す るのが 不便。(0)
10.26%繍■ 操 作 方法 が わ か らない とき,ど の よ う に対 処 した ら
よいか わか らなか った。(4)
15.38%劇 そ の 他(ア ンケ ー ト末 尾 のrl由記 載欄 に ご記 人頂 け
ると 幸いで す)。(6)
51,28%劉國璽國國■■口■ 1■1塵無辱1巳11答(20)
● 法 科大 学 院川 ノー トパ ソ コ ンは,持 ち運 ぶ こ とを 前提 と してB5フ ァイル サ イ ズ と し
ま した。 この 大き さは ど うです か?(39)
0%小 さす ぎる。(0)
5」3%口 ち ょ っと小 さい。(2)
92.31%
■■■■■■■■圏■■■ ■■■醐 圏薩 ち ょう どよい。(36)
2.56%嚢人 きす ぎ る。(1)
0%無 回答(0)
● 液 品ll面i面の大 き さは12.1インチ型XGA液 晶 で す。 この大 きさ は どうで すか?(39)
0%小 さす ぎて,文 字 が 読 みに くい。(0)
25.64%■■ ■■■ ち ょっと小 さい。(10)
74.36%ち ょうどよ い。(29)
0%も っ と小 さ くて もよ い。(0)
0%無 回 答(0)
●附 属の マ ウ スは ど うで すか?(39)
0%い つ も使 って い る。(0)
12.82%■ と きど き使 って いる。(5)
41.03%■■ 闘■■■1`1分で マ ウ スを買 って 使 って い る。(16)
41.03%翻■■■■■■ その マ ウ スは 使 わず,円 形 ホ イー ル パ ッ ドを 使 って
いる。(16)
5.13%■ 無 「月答(2)
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● 附属 の キ ャ リン グケー スは ど うで すか?(39)
25.64%■■■ いつ も使 って い る、,(10)
33.33%■■ ■■■■ とき どき使 って い る,,(13)
5。13%●色 ・デ ザ イ ンが ダサ いの で使 って い ない。(2)
33.33%一 パ ソコ ン以 外が 人 らな いので 使 って いな い。(13)
2.56%唇無ll91答(1)
●CD-R,CD-RWを焼 い た りす る機能 がつ いて い ますが,ど うで す か?(39)
(19.23%
5.13%響いつ も使 って い る、,(2)
と きど き使 ってい る、,(27)
12.82%■■■ 使 い た いが使 い 方がわ か らな い。(5)
10.26%■ 使 いた いと思 ったこ とは ない。(9)
2.56%1,1里ξII巳1答(1)
● 附属 品 と して あれば 良 いな,と 思 うもの は どれで すか?(39)(複 数llll答)
69.23%USBメ モ リ(27)
33.33%■■ ■■■SDメ モ リカ ー ド(13)
23.08%■■■ デ ジカ メ(9)
23.08%ス キ ャナ ー(9)
20.51%ヘ ッ ドセ ッ ト(マ イ クと イヤ ホ ン)(8)
15.38%■■ 外 付 けハ ー ドデ ィス ク(6)
15.38%■ フ ロ ッピー ドラ イブ(6)
38.46%■■■1■■■IACア ダプ タ(15)
28.21%■■■■■ 標準 バ ッテ リーパ ックcr一備)(11)
2.56%璽そ の他(ア ンケー ト末尾 のn由 記 載 欄 に ご記 人 頂 け
ると 幸いで す)C,(1)
2.56%1無回答(D
● よ く使 っ て い る ソ フ ト ウ ェ ア は どれ で す か?(39)(複 数1111答)
69.1%Microsoft-Office2003Yrofessional(Academic)
(25)
64.1%一 太 郎2004rorWindowsキ ャ ン パ ス キ ッ ト
(withATOK17)(25)
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87.18%
87.18%
43.59%
28.21%
20.51%
7.ss%　
15.38%■
10.26%■
5.13%縢
有 斐 閣rl<fl'川語 辞 典 第2版(34)
広 辞 苑a;li版V2ア カ デ ミ ッ ク(17)
秀 丸 エ デ ィ タVer.4.0(ll)
+Lhacaフ ァ イ ル 圧 縮 解 凍 ソ フ ト(8)
AL-Mai132Versionl.13(34)
F'FFTY1.92(3)
RealonePlayer・(6)
CiscoSystemVPNDialer(9)
無奪ll翼1答(2)
●法 律 学辞 典 と しては どれ が必 要で すか?(39)
46.15%■■■■■■■■■ 有斐 閣 法 律 川語 辞 典 第2版(法 令 川ar.研究 会/
編)(現 在 イン ス トール 済み)(18)
15.38%一 法 律 学 小 辞 典 第4版(金f宏,新 堂 彰ld,br井宜
封垂/編集{t表)(6)
2.56%璽図 解 に よ る 法 律 川 語 辞 典 第 ・版(白lllll司民 社
2000年1月301i発行)(1)
20.51%■ わ か らな い。(8)
15.38%1■■ 無llli答(6)
● 次の 法条 文 を検索 す る ための ソフ トウ ェアは必 要です か?(39)
28.21%一 イ∫斐 閣 判例 六法 ・小 六 法r成16年 版(イJ閣 判例
六法 ・小 六法 編 集委 員会/編 集)(11)
38.46% 一一 模範 六 法2005i=成17年版(判 例六 法編 集 委 員会
編)(15)
28.21%■■ ■ 必 要 ない。(ll)
5.13%繧無llli答(2)
● その他,イ ンストールするソフ トウェア(辞 典類)は どれが必要ですか?(39)(複 数llll答)
38.46%■■ ■■■■ 現 代川 語 の基礎 知識2004(15)
5,13%■イゴ斐1暑1'`、珂塁学舌辛り興(2)
17.95%■ 岩 波国 語辞 典第 六版(7)
15.38%■ 新 明解 国 語辞 り処第li版一必 携川 字 川,言'}辞典第 四版 付 き
(6)
17.95%■■■1小 学 館 使い 方の 分か る類 語例 解辞 典(7)
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28.21%一 英和 ・和 英辞 典(11)
10.26%■■ 英米 法辞 典(4)
10.26%■■ 独和 ・和 独辞 典(4)
5.13%■仏和 ・和 仏辞 典(2)
5.13%■中 国語 辞典(2)
35.9%一 無 回答(14)
● これ は欲 しい とい う ソフ トウ ェア は,ど れで すか?(39)(複 数 回 答)
38.46%■■ ■■■■ 特 にな し(15)
2.56%瞳画像処 理 ソ フ ト(Photoshopなど)(1)
5.13%■ホー ム ペ ー ジ作 成 ソ フ ト(ホ ーム ペ ー ジ ビル ダー な
ど)(2)
0%プ ログ ラム開 発刑 ソフ ト(VisualCなど)(0)
7.69%■ 会計 ソフ ト(弥 生 会計 な ど)(3)
2.56%雪暗 号化 ソフ ト(メ ー ルな どを 暗 号化 して 送 受 信す る
ソフ ト)(1)
23.08%■■■■ バ ックア ップ ・ツー ル(9)
17.95%フ ァイル管理 用 ツー ル(7)
7.69%■ ゲ ーム(3)
2.56%塵そ の他(ア ンケ ー ト末 尾 の 口由 記載 欄 に ご記 入 頂 け
る と幸 いで す)。(1)
20.51%■■■ 無 回答(8)
●無 線LANと 有 線LAN,ど ち らを よ く使 い ます か?(39)
66.67%無 線LAN(26)
25.64%一 有線LAN(10)
5,13%口無線LANを 使 いた いが,使 い 方 が わ か らな い。
(2)
0%ど ち ら も使 わな い。(0)
2.56%■無 回答(1)
● ネ ッ トワー ク ・ ドラ イブにつ い て(39)
79.49% 便 利な ので よ く使 って い る。(31)
15.38%■■ 使 って は いるが,使 いづ らい。(6)
2.56%■殆 ど使 って い ない。(1)
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0%使 ってみ たいが,使 い 方が わか らな い。(0)
2.56%馨無喝ll冒i答(1)
● ヘ ルブ デ ス ク(唯 道校 舎3階)に つ いて おflilいします,,(39)
43.59%一 一・度 も使 った ことが ないC,(17)
28.21%一 使 った ことが あ り,良 い印 象 を持 って い る,,(11)
10.26%■瞬 使 った ことが あ り,悪 い印 象を 持 って い る.(4)
5.13%擶使 った ことが あ るが,ま った く役に 、ヒた な い と思 う。
(2)
12.82%麟 知ξln1答(5)
● 法科 大学 院 の講義 中 に行 われ た操 作 方法 の説 明は ど うで したか?(39)
66.67%麟薩騰圏繍■耀 闘 ■ ■謹 操 作 ノ∫法 の説 明 は充分 で あ った。(26)
17.95%闘 やや物 足 りない 気がす る。(7)
0%不 充分 で あ った。(0)
0%担 当教 員 を変 えた 方が良 い。(0)
15.38%圏 無馴1!i答(6)
● 法科 大学 院 での サ ポー ト体制 につ い て。(39)
12.82%魍 も っと講義ll芋間中 に 詳 しい操 作 方法 を 説明 して 欲 し
い。(5)
17.95%_講 義ll芋間外 で,集 中rl勺にパ ソコ ン操 作 方法 が 学べ る
場 を設 定 して 欲 しい。(7)
5.13%鷺恒 常 的(た とえ ば隔 週)に パ ソ コ ン操 作 方 法 が学 べ
る場 を 設 けて欲 しい。(2)
33.33%■一 そ っ と して お いて欲 しい。(13)
30.77%麹國1■■■■S∫爽ξ[II1答(12)
以 ドは 回答 者か らの コメ ン トです
判例 検索DVD・ 六法 を イ ン ス トー ル して欲 しい っす 、,あと,パ ソコ ンの 説明 書頂け ませ
んか。
4個 目の解 答 は,キ ャ レルで も使 い,教 室 で も使 い,家 で も使 うとい う答え です。
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この ノー トバ ソコ ンは とて もよい でず 、
課題 が終 わ らな い と家 に持 って帰 る時 に,軽 い しB5サ イズで持 ち迷 ぴ便 利だ し,
キ ー ボー ドは初 め押 してみ て軽 い な,と 思 い ま したが,慣 れ ま した、 [[Uもま あf-:}..,
このPCで 不 満が あ る人 は たぶんPCを 使 い ノ∫がわ か って ない か ら じゃな いで し ょうか 、,
サ ポ ー ト体制 と して も前期 の 伊藤 先生 のcl<情報学 は]'寧で わか りやす くて必 要 卜分 だ と
思 い ます 、
ソフ トに つ いて、,既修 は模 範 六法 を イン ス トー ル して 使 って る 人が 多い と思 い ます,,初
め か ら 人 っ て い る と よ い で す ね 、 人 れ て て 使 って い る ソ フ トと して は,1rfanView,
QuickTime['layer,CDox,WinRARくらい で しょうか.
あ とはDVI)+/-Rが焼 けれ ば 文fljないです 、,共川 の外 付け ドラ イブが欲 しい です,,
あ,「か ばん1も'T'i;して ます,USBマ ウ スはあ ま り使 って ないです 、
実 務家 の ノ∫が,実 際 にパ ソコ ンの どの機 能 を使 ってい る かを 知 る機 会を 設 けて 頂 け ると
あ りがた いです 、,
人学 後 ほ とん ど毎 日の よ うに パ ソ コンを 使い 続 けて お り,ま た教 室 によ って は電 源 が
取 れ ない こと もあ るの で(ゼ ミ室^:;=),バッテ リーが 弱 くな ってき た気が します,,2年乃
至3年 使 うこ とを 考え れ ばr一備の バ ッテ リー は必 要 不"r欠だ と思 い ます、 また,パ ソ コ
ン1"1体はB5でrl宅 に持 ち帰 って 使え るの です が,ACア ダプ ターがか さば るため,rl宅
川に2台IIの ア ダプ タが あれば い い と思 い ますO
課 題 を メー ルで提 出す る こ とが 多い ので すが,パ ソコ ン操 作 に慣 れ てい な い先生 だ と
フ ァ イルが 開 け ない等 の トラブ ルが あ り,学 生側 が送 信 し0'工す こ と もよ くあ りまず,'f=
生 よ りも まず は 先生 方が パ ソ コンを使 い こ なせ るよ うに な ってい ただ きた い と思 い ます、,
サ ポー ト体制 につ い ては,ヘ ル プデ スクが 充実 して い るこ とが とて も助 か ります,,
無線LANが と って も便利 で嬉 しい です,,
キ ー ボー ドが打 ちづ らい 以外 は 大変 満 足 して い ます(早 い,(耐oヒが)軽 い),,キー ボー
ドも他 の 利点 を思 え ば 妥協す べ き'ド項 です 、,3年間 使 うこ とを 考え る と,ゆ くゆ くは メ
モ リ(256M)の不足感 が 出て くるか も知れ ませ んが,こ れは我 が 儘で しょう,,
【ハー ドdpi】
1画 而 サ イ ズ的 に はA4が よい。 しか し持 ち運 び を 前提 とす れ ば,B5サ イズは や むを
得 な いと思 って い る、,
2B5ノ ー トに しては キ ー ピ ッチが 人 き く,こ の 点 は良 い、,
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3キ ー 配 列 に は幾 つ か 不 満 が あ る(も し くは あ っ た が 慣 れ た),
・1'卜角/令 角1キ ー の 位r'・III.が特 殊 、
・lPgUpllPgl)1コ1キー が 誤 って 触 りや す い 場 所 に あ る 、,邪魔 、,
・「Cti・11キーが 左 ド隅 に な い の で 使 い に く い 、,また 小 さ す ぎ る,、
4「EIlterlキー が 端 に あ る(そ の 外 側 に キ ー が な い)点 は 良 い 、、
5細 か い ことだ が,キ ャ レル 川LANケ ー ブ ルが 長 す ぎて 邪 魔 に な る,'卜分 の 長 さで い い、、
【ソ フ ト1(II】
1ATOKの 変 換 に はII々 感 動 して い る、,も うMS-IMEに は 戻 れ な い 、,
2法 律 川r辞 。ltは必 須 、,なお 「1分でIL)nC・111111.録した 語`1Jが若rあ る、,それ ら を 加 え て バ ー
ジ ョ ン ア ッ プ す る と良 い か と思 う,,
3プ リ イ ン ス トー ル ソ フ トが 少 な く て 良 い 。
40fficeが 要 る の か 疑 問 、,少な く と もWord・Txcel以 外 は 不 要.
【そ の 他 】
1こ ん な 便 利 な 機 能 が あ る 口 こ ん な 使 い ノ∫が あ る 】 と い っ た ・IIメモ 的 な メ ー ル を た
ま に 送 っ て も ら え る と,PCラ イ フ 向 ヒに 役 ㍍つ,,
ま だ,操 作 に慣れ て い ない段 階 で さま ざま な こ とを教 え られ た ので,消 化 しきれ なか っ
た,,もう少 し,操 作 にな れて 要求 が高 まった段 階 で教 えて もらい たか って、,
現 状 で大 変満 足 して ます、,
一87

